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交通事故に気をつけて！
新入生にプレゼント

　
　
　
　
　
曝

　3月11日、中里村交通安全協会から教育委員

会へ、村内小学校新入生に使ってもらいたいと

いうことで、ランドセルカバーと傘、それぞれ

55セット寄贈されました。

　4月7日、村内小学校では入学式が行われ、

55名の新入生が元気に初登校しました。

　ご入学、おめでとうございます。交通事故に

は気を付けましょう。
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嚢翻晦毒し震聾…盤

退職者医療制度の一部負担金が3割に統一されました。

　　《H15・3・31まで》　　　　　　　　　　　　　　《H15．4．1から》

霧翻

霧瓢
業
離
難
戴
※3歳未満は外来2割

爽院§2翻外叢認割

難業§3割　搬院馨2割
　　※3歳未満は外来2割

《H15．4．1カ】ら》

2外来時薬剤一部負担金が廃止されまし為
　　　　　　　　　　　　《H15．3．31まで》

　　　　　　獲種類　　　細　　◎岡　　　　　灘種類　　　　　鶉岡

　　　　　盤》3種類　細　30周　　　　　2種類　　　　輸O闊

　　　　　4　5種類　窪圖　透⑧岡　　　　　3種類以垂　　籍⑧蘭

　　　　　β種類以壁、禰穐⑧鯛　　　　　謡種類　　　　　難O蘭

70歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額が変わりました。
　　　《H15．3．31まで》　　　　　　　　　　　　　《H15．4．1から》

鞠璽，齢o圏

“縦医療費一菊6，000闇）※醗鯛
位
者
　
得
嚢
藤税
税
欝

民
住
課
撞

鞠璽，βOO岡

繋（医療費一699辮oo闇）※α翻
圭位
所得者
税
税
帯

民
住
課
世

鶴稔縣灘欝鍼誌，菊⑧蘭　　　　　　　　　蟹穏際灘欝鰍鑛，鞠⑧爾

　　　　　　　　　　　　※4回目以降の自己負担限度額は変わりません。

忘
れ
な
い
で
！
国
保
の
届
出

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
届
出
を
／

　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
は
1
4
日
以
内
に

◎
国
保
に
入
る
と
き

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
他
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

・
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

・
外
国
籍
の
人
が
入
る
と
き

◎
国
保
を
や
め
る
と
き

・
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

・
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き

・
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
外
国
籍
の
人
が
や
め
る
と
き

◎
そ
の
他

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
た
と
き

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

・
住
所
、
世
帯
主
、
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き

・
保
険
証
を
な
く
し
た
り
、
汚
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き

・
就
学
の
た
め
、
子
供
が
他
の
市
町
村
に
住
む
と
き

・
長
期
出
張
、
旅
行
な
ど
で
別
個
の
保
険
証
が
必
要
な
と
き

◆
加
入
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…
…

　
国
保
に
入
る
日
は
、
届
け
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、
資
格

が
発
生
し
た
日
（
転
入
し
た
日
・
他
の
健
康
保
険
を
喪
失
し

た
日
な
ど
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…
…

　
会
社
で
健
康
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
保
税
の
請
求
が
き
た
り
、
ま
た
、
資
格
が
な
く
な
っ

た
の
に
国
保
の
保
険
証
を
使
う
と
、
医
療
費
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
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東
田
尻
集
落
k

子
供
御
輿
が
整
備
さ
れ
ま
叢
た
／

　
こ
の
た
び
働
自
治
総
合
セ
ン
タ
　
　
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ー
の
コ
、
、
三
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
　
　
　
こ
の
事
業
は
、

よ
り
、
東
田
尻
集
落
に
子
供
御
輿

灘

自治
宝くじ
m誠

　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
絵
発
展
の
た
め
宝
く
ビ
の

収
益
金
を
利
用
し
て
願

る
も
の
で
す
。

　
整
備
さ
れ
た
も
の
は
、

子
供
御
輿
の
ほ
か
に
曳

き
車
、
富
太
鼓
、
太
鼓

台
は
あ
り
、
畠
月
に
行

わ
れ
る
東
田
尻
の
秋
ま

つ
ゆ
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

転
出
囎
カ
ッ
粛
縷
難

◆
田
沢
小
学
校
【
教
諭
】
山
崎
真
理

（
上
越
市
春
日
小
）
高
橋
み
ど
り
（
十

日
町
市
下
条
小
）
小
林
幸
枝
（
十
日

町
市
飛
渡
第
二
小
）

◆
倉
俣
小
学
校
【
校
長
】
藤
本
保
久

（
新
井
市
吉
木
小
）
【
教
諭
】
金
子
剛

志
（
妙
高
高
原
町
妙
高
南
小
）
秦
野

貴
子
（
上
越
市
谷
浜
小
）

◆
貝
野
小
学
校
【
教
頭
】
市
川
正
（
津

南
町
外
丸
小
）
【
教
諭
】
笹
崎
義
隆

（
長
岡
市
上
川
西
小
）
【
主
事
】
上
村

祐
子
（
十
日
町
市
東
小
）

◆
清
津
峡
小
学
校
【
教
諭
】
草
野

靖
子
（
三
条
市
南
小
）
【
養
護
教
諭
】

櫻
井
類
子
（
十
日
町
市
十
日
町
小
）

◆
中
里
中
学
校
【
教
頭
】
立
川
厚
生

（
見
附
市
葛
巻
小
）
【
教
諭
】
岩
崎
万

知
（
塩
沢
町
塩
沢
中
）
藤
木
雅
彦
（
小

千
谷
市
東
小
千
谷
中
）
笠
原
光
恵
（
柏

崎
市
東
中
）

◆
外
務
省
出
向
（
1
月
辞
令
）

【
清
津
峡
小
教
頭
】
尾
崎
良
郎
（
イ

ン
ド
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
日
本
人
学
校
）

転
入
㊤
趨
認
灘
鑓
鑛

◆
田
沢
小
学
校
【
教
諭
】
大
渕
利
枝

子
（
上
越
市
東
本
町
小
）
宮
澤
利
浩

（
上
越
市
大
手
町
小
）
村
山
悦
子
（
津

南
町
津
南
小
）
佐
藤
貴
幸
（
新
採
用
）

志
賀
美
幸
（
新
採
用
）

◆
倉
俣
小
学
校
【
校
長
】
庭
野
克
子

（
燕
市
燕
南
小
）
【
教
諭
】
鈴
木
大
（
能

生
町
磯
部
小
）
藤
ノ
木
美
鈴
（
津
南

町
大
赤
沢
分
校
）

◆
貝
野
小
学
校
【
教
頭
】
細
井
］
貞

（
上
越
市
大
町
小
）
【
教
諭
】
関
和
則

（
小
千
谷
市
川
井
小
）

◆
清
津
峡
小
学
校
【
教
頭
】
内
山
恵

子
（
上
越
市
三
郷
小
）
【
教
諭
】
増

子
美
穂
（
十
日
町
市
水
沢
小
）

◆
中
里
中
学
校
【
教
頭
】
柳
沢
博
（
三

和
村
三
和
中
）
【
教
諭
】
小
林
淳
司
（
塩

沢
町
塩
沢
中
）
植
木
朋
弘
（
湯
沢
町

湯
沢
中
）
黒
田
明
子
（
新
潟
市
黒
崎

中
）

鍵
　場
ん轡
事貝
異の

動
八痂紐

退
職
豊
翔
潔
欝

O
阿
部
隆
嗣
（
建
設
課
課
長
）

O
上
原
健
（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

O
南
雲
ツ
ル
（
環
境
課
係
長
）

O
桑
原
規
子
（
税
務
課
主
査
）

O
山
田
具
明
（
総
務
課
主
任
運
転
員
）

新
採
用
嶺
難
鑛
讐

○
民
生
課
主
事
”
服
部
勲

○
生
涯
学
習
課
主
事
月
栞
原
善
雄

○
税
務
課
主
事
”
石
沢
由
記

異
動
驚
潟
灘
灘

◆
総
務
課
○
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
兼
政
策
係
長
口
大
島
正
平
（
総
務

課
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
○
副
参

事
・
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議

会
派
遣
”
広
田
公
男
（
総
務
課
副
参

事
兼
政
策
係
長
）
○
主
任
・
十
日
町

広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
派
遣
”
樋

ロ
具
範
（
総
務
課
主
事
）

◆
税
務
課
○
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係

長
抽
樋
ロ
正
博
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

○
主
査
H
鈴
木
正
志
（
建
設
課
主
査
）

◆
民
生
課
○
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

”
広
田
孝
（
民
生
課
課
長
補
佐
兼
国

民
年
金
係
長
）
○
主
査
”
高
橋
［
郎

（
民
生
課
主
任
）
○
南
保
育
園
主
任

保
育
士
”
服
部
真
子
（
中
里
保
育
園

主
任
保
育
士
）
○
南
保
育
園
主
任
保

育
士
”
五
十
川
百
合
枝
（
中
里
保
育

園
主
任
保
育
士
）
○
中
里
保
育
園
主

任
保
育
士
”
山
田
良
子
（
南
保
育
園

主
任
保
育
士
）
○
中
里
保
育
園
主
任

保
育
士
時
山
本
恵
美
子
（
南
保
育
園

主
任
保
育
士
）
○
中
里
保
育
園
主
任

保
育
士
ロ
藤
ノ
木
博
子
（
清
津
峡
保

育
園
主
任
保
育
士
）

◆
環
境
課
○
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー

長
H
南
雲
市
郎
（
生
涯
学
習
課
課
長

兼
保
健
セ
ン
タ
ー
長
）
○
課
長
補
佐

兼
下
水
道
係
長
H
江
村
清
（
農
林
課

副
参
事
兼
農
地
整
備
係
長
）
○
副
参

事
兼
水
道
係
長
”
滝
沢
徳
治
（
環
境

課
水
道
係
長
）
○
環
境
係
長
”
吉
楽

芳
広
（
民
生
課
福
祉
係
長
）

◆
企
画
観
光
課
○
副
参
事
兼
商
工
観

光
係
長
“
村
山
扶
佐
子
（
企
画
観
光

課
商
工
観
光
係
長
）

◆
農
林
課
○
副
参
事
兼
農
地
整
備
係

長
時
鈴
木
孝
幸
（
生
涯
学
習
課
社
会

体
育
係
長
）
○
主
事
ロ
南
雲
龍
（
生

涯
学
習
課
主
事
）

◆
建
設
課
○
課
長
口
吉
楽
高
義
（
環

境
課
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
長
）
○

主
任
”
広
田
達
巳
（
農
林
課
主
任
）

◆
会
計
課
○
主
査
健
滝
沢
栄
子
（
会

計
課
主
任
）

◆
学
校
教
育
課
○
副
参
事
兼
庶
務
管

理
係
長
”
村
山
路
休
（
税
務
課
副
参

事
兼
資
産
税
係
長
）

◆
生
涯
学
習
課
○
課
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
長
兼
社
会
体
育
係
長
”
富
井
和

男
（
環
境
課
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係

長
）
○
副
参
事
兼
社
会
教
育
係
長
H

中
嶋
睦
（
農
林
課
副
参
事
兼
農
業
委

員
会
係
長
）

◆
農
業
委
員
会
○
副
参
事
兼
農
業
委

員
会
係
長
“
古
高
稔
（
学
校
教
育
課

副
参
事
兼
庶
務
管
理
係
長
）
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貝
野
小
リ
コ
ー
ダ
竃
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
大
会

　
3
月
2
7
日
㈲
、
東
京
都
江
戸
川
区

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
全

国
大
会
合
奏
の
部
・
重
奏
の
部
に
貝

野
小
学
校
の
児
童
が
出
場
し
、
両
部

門
と
も
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
貝
野
小
学
校
リ
コ
ー
ダ
ー
部
は
4

～
6
年
生
の
児
童
全
員
で
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
回
合
奏
の
部
に
3
5
名
出

場
し
ま
し
た
。

　
合
奏
し
た
曲
名
は
「
フ
ァ
ン
タ
ジ

ァ
」
。
リ
コ
ー
ダ
ー
の
美
し
い
和
音

が
複
雑
な
旋
律
で
波
の
よ
う
に
覆
い

被
さ
っ
て
く
る
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
難

し
い
曲
で
す
。

　
結
果
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
も
、

い
い
演
奏
・
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
も

う
と
心
が
け
て
練
習
し
続
け
た
貝
野

小
の
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
は
、
そ
の

難
し
い
旋
律
を
一
人
ひ
と
り
が
心
を

合
わ
せ
て
迫
力
の
あ
る
演
奏
の
な
か

に
も
、
柔
ら
か
さ
・
温
か
さ
を
感
じ

銀
叢
議

る
優
し
い
音
で
し
た
。

　
顧
問
の
熊
倉
一
恵
教
諭
は
、
「
大

舞
台
に
関
わ
ら
ず
、
子
供
た
ち
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
。
今
ま
で
の
練

習
の
成
果
が
出
せ
た
と
思
う
。
6
年

生
（
当
時
）
は
い
い
演
奏
が
で
き
た

と
喜
ん
で
い
た
。
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。麟〉演

奏
前
の
子
供
た
ち
の
様
子

畿

倉
俣
フ
ァ
イ
タ
霊
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
璽
金
国
3
難

　
3
月
3
0
日
㈲
千
葉
県
浦
安
市
運
動

公
園
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
第
1
7

回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大

会
・
小
学
生
低
学
年
の
部
で
倉
俣
小

学
校
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー

ム
「
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
が
3
位

と
い
う
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。
　
各
地
区
予
選
を
勝
ち
進
ん
で
き
た

全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
に
臆
す
る
こ
と

な
く
、
積
極
的
な
プ
レ
ー
で
競
り
勝

高
橋
泰
輔
く
ん

．
公
民
館
よ
り
読
蕾
表
彰
・

　
公
民
館
図
書
を
積
極
的
に
数
多
く

読
ん
で
他
の
人
の
模
範
と
な
っ
た
と

し
て
、
3
月
2
4
日
付
け
で
高
橋
泰
輔

く
ん
（
当
時
倉
俣
小
4
年
生
）
に
南

雲
公
民
館
長
よ
り
表
彰
状
と
図
書
券

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
く
ん
は
学
校
の
図
書
室
の
本

も
積
極
的
に
読
ん
で
い
る
ら
し
く
、

と
く
に
江
戸
時
代
の
幕
府
の
移
り
変

わ
り
や
将
軍
の
行
っ
た
政
策
に
興
味

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
小
学
校
に
入
っ
た
と
き
あ
た
り
に
、

両
親
に
図
書
館
に
つ
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
の
が
、
本
を
好
き
に
な
る
き

ち
予
選
リ
ー
グ
を
1
位
で
突
破
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
決
勝
で
惜
し
く

も
敗
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
全
国

と
い
う
大
舞
台
で
結
果
を
出
し
、
な

に
よ
り
全
力
プ
レ
ー
し
て
き
た
子
供

た
ち
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

◆
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
低
学
年
の
部

　
出
場
選
手
（
※
カ
ッ
コ
内
学
年
・

　
H
1
5
年
1
月
31
日
現
在
）

・
南
雲
裕
斗
（
3
年
Y
高
野
涼
丞
（
3

年
）
・
滝
澤
千
尋
（
3
年
）
・
滝
澤
元

　　　　織

　　慈

騨っ
か
け
ら
し
く
、
週
に
約
1
回
の
割

合
で
本
を
借
り
に
い
く
そ
う
で
す
。
・

　
高
橋
く
ん
は
、
「
図
書
館
は
歴
史

の
本
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
お
も
し
ろ

い
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
読
み
た

い
。
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

気
（
2
年
）
・
高
橋
彩
（
2
年
）
・
滝

澤
仁
美
（
2
年
）
・
鈴
木
幹
広
（
3
年
）
・

大
島
卓
巳
（
2
年
）
・
齋
喜
愛
（
2
年
）
・

高
橋
芽
以
（
2
年
）
・
山
田
美
喜
子
（
2

年
）
・
高
野
の
ぞ
み
（
2
年
）

▲選手の喜びの様子

中
里
村
消
防
団
長

辞
令
交
付
式

　
4
月
1
日
役
場
応
接
室
で
、
中
里

消
防
団
長
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、

鐙
野
寅
治
さ
ん
は
退
団
、
上
原
正
行

さ
ん
は
新
団
長
と
し
て
の
辞
令
を
受

け
ま
し
た
9

　
退
団
さ
れ
る
鐙
野
寅
治
さ
ん
は

「
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
皆

さ
ん
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
も
影
な

が
ら
消
防
団
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
。
」
と
感
想
を
述
べ
、
新
団
長
に

就
任
し
た
上
原
正
行
さ
ん
は
、
「
自

分
の
持
て
る
力
を
す
べ
て
発
揮
し

て
、
こ
の
任
を
勤
め
た
い
。
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

4



かんきょう 饗勤

綴絨15年度狂犬痛予防注射の日程が決まりました

簿　　田 会　　場・ 時　　間

宮中集落センター 9：20～　9：30

旧　土　倉　分　校 9：50～　9：55

倉下冬期管理センター 10：05～10：10

おもやドライブイン 10：20～10：30

東田尻集落センター 10：35～10：45

白羽毛公民館前 10：55～11：05
4月22日侠）

田沢ノゲの車庫前 11：15ヘゾ11：25

東田沢集落センター 11：35～11：45

田代集落センター 13：30～13：40

重地集落センター 13：50～14：00

倉俣集落センター 14：10～14：20

総合センター 14：30～15：20

5月18日（日） 津　南　町　役　場 13：15～14：00

鱒
藻

　　欝
魏

※5月18日の津南町役場を除き、中里村以外では受けられませんのでご注意ください。

ハガキを忘れずに持参ください。

◆手数料
　・新規6，100円（鑑札交付手数料3，000円、注射済交付手数料550円、注射料金2，550円）

　・更　新　3，100円（注射済交付手数料550円、注射料金2，550円）

◆問合せ先　中里村役場環境課　四63－3111

鍛を飼ったら郵ず登録を〕〕

犬を飼っている方でまだ登録をしていない方は必ず環境課に登録してください。

なお、予防注射の日に新規登録もできますので連れてきてください。

繍（動物）を飼っている皆さんへ

動物の所有者は、当該動物が自己の所有であることを明記するよう努める義務があります。

特に猫については、所有者が分からない事があります。

　　　　　　　　　　　　　　　難猫が家の外に出る場合には、猫が迷ったり、交通事故に

　　　　　　　　　　　　　　　　遭ったときに飼い主がわかるように首輪などで身元表示

　　　　　　　　　‘　　　　　　　　を行ってください。

轟
〆

癬

灘外に出た猫が戻らないときは、迷い猫として届けられる

　場合がありますので、十日町健康福祉事務所・中里村役

　場・警察署等に連絡しましょう。

雛犬や猫を捨てることは、法律で禁じられており罰せられ

　ます（動物遺棄は30万以下の罰金刑）。

　やむを得ない事情で犬や猫を飼い続けることができない

　場合には十日町健康福祉事務所・中里村役場までご相談

　ください。

5 広報なかざと平成15年4月10日



圏國国闘

樋ロこのみちゃん（1歳）⑳

還生さん・和子さん夫妻の長女（桂）

　人見知りはあまりしないという

このみちゃん。笑顔で近寄ってき

て、私（記者）が持っているシヤー

プペンシルに興味があるらしく、

まじまじと見ていました。

　音楽が好きらしく、テレビやお

もちゃから流れるメロディーに体

を揺らしながら踊り、周囲の人た

ちをなごませてくれます。

　そんなこのみちゃんにお母さん

は「心も体も健康で大きくなって

鍵

東
北
鷺
遡
勤
導
の

　
　
　
　
　
　
お
，
綴
醤
せ

◎
親
子
わ
く
わ
く
電
気
教
室

～
お
も
し
ろ
電
気
工
作
と

　
　
　
　
　
ふ
し
ぎ
な
料
理
体
験
～

◆
日
時
．
5
月
1
8
日
㈹

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
（
昼
食
付
）

◆
会
　
場

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
内
　
容

・
ふ
し
ぎ
な
料
理
体
験

・
お
も
し
ろ
電
気
工
作
（
発
電
の
し

　
く
み
と
太
陽
電
池
で
メ
リ
ー
ゴ
ー

　
ラ
ン
ド
を
製
作
）

◆
対
象
者

　
小
学
生
4
年
生
以
上
と
保
護
者

◆
参
加
費
無
　
料

◆
定
　
員
　
1
0
組

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
締
切
日
　
5
月
1
2
日
働

◎
I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
料
理

　
体
験

※
夜
間
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
※

◆
日
時
5
月
1
5
日
㈱

　
午
後
6
時
～
8
時

◆
内
　
容

「
ス
ペ
イ
ン
料
理
を

　
　
　
　
　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
」

・
パ
ス
タ
パ
エ
リ
ァ
・
小
粒
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
生
八
ム
包
み
・
ト
マ
ト
の
妙

め
サ
ラ
ダ
　
他

◆
場
　
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
締
切
　
5
月
9
日
囲

◎
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
四
5
2
1
3
1
0
7

自
然
健
鵜
鞍
磐
親
子
の

つ
ど
い

幽
籔
薫
採
騨
選
桜
見
裁
羅
蕪
灘
翻

◆
期
　
日

　
4
月
2
6
日
～
2
7
日
（
一
泊
）

◆
参
加
対
象

　
小
・
中
学
生
と
そ
の
親
1
0
0
名

　
※
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

◆
募
集
締
切
　
4
月
17
日
㈲

◆
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
申
込
方
法

　
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
新
潟
県
少
年
自
然
の
家

◆
参
加
費

　
1
人
あ
た
り
3
5
0
0
円

◆
持
ち
物

　
内
履
き
運
動
靴
、
活
動
し
や
す
い

服
装
、
着
替
え
、
雨
具
、
軍
手
、
千

面
用
具
、
保
険
証
、
筆
記
用
具

◆
問
い
合
せ
・
申
込
み
先

　
新
潟
県
少
年
自
然
の
家

　
盈
0
2
5
4
－
4
6
1
2
2
2
4

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
・

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

◆
慰
労
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
へ
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。
◆
請
求
期
限
が
、
2
年
間
延
長
さ
れ
、
平
成
1
7
年
3
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
、
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う
ち
、
慰

労
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に
対
し
て
、
次
に
よ
り
内
閣
総
理
官
房
管

理
室
へ
直
接
請
求
書
類
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

1
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
　
外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有
す
る
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

　
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
で
、
慰
労
給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い

　
方
（
加
算
年
を
含
め
た
勤
務
期
問
が
1
2
年
未
満
の
者
）
、
ま
た
は
普
通
恩

　
給
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
方

　
　
た
だ
し
、
戦
地
強
制
抑
留
者
と
し
て
書
状
等
の
贈
呈
を
受
け
て
い
な
い

　
方
の
う
ち
、
申
請
時
に
お
い
て
日
本
国
籍
を
有
し
、
無
期
ま
た
は
3
年
を

　
超
え
る
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
で
、
本

　
人
に
か
ぎ
り
ま
す
。

2
、
請
求
書
及
び
添
付
書
類

　
　
請
求
に
必
要
な
次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
『
総
務
省
大
臣
官

　
房
管
理
室
』
ま
で
直
接
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
書
状
に
関
す
る
請
求
書
②
勤
務
期
問
に
関
す
る
経
歴
書
③
請
求
時
の
戸

　
籍
抄
本
又
は
住
民
票

3
、
注
意
事
項

　
　
慰
労
給
付
金
又
は
普
通
恩
給
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
等
は
、
対
象
と
な

　
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4
、
請
求
期
限
　
平
成
1
7
年
3
月
31
日
ま
で

5
、
請
求
書
類
の
送
付
先
及
び
問
合
せ
先

　
〒
1
0
0
－
8
9
2
6
　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
2
－
l
1
2

　
中
央
合
同
庁
舎
2
号
館
8
F
　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
　
業
務
担
当

　
E
O
3
1
5
2
5
3
1
5
1
8
2

6



D
V
・
、
児
重
虐
待
相
談

フ
リ
ー
ダ
鰯
蟹
覆

　
県
中
央
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
4
月
1
日
か
ら
「
D
V
・
児
童

虐
待
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
無
料
で

す
の
で
、
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
D
V
・
児
童
虐
待
相
談
フ
リ
ー
ダ

　
イ
ヤ
ル

　
晋
0
1
2
0
1
2
6
1
2
9
2
8

◆
受
付
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
1
0
時

※
携
帯
電
話
・
P
H
S
か
ら
は
つ
な

　
が
り
ま
せ
ん
。

福
祉
の
職
場

　
　
　
　
　
　
出
張
相
談

　
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
人
材
を
必
要
と
す
る
福
祉
施
設

等
を
対
象
に
、
就
学
希
望
者
の
紹
介

等
の
求
人
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
業
希

望
者
を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や
必
要

な
資
格
の
取
得
方
法
、
就
業
活
動
な

ど
に
つ
い
て
の
求
職
相
談
を
行
い
ま

す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　
労
働
保
険
の
年
度
手
続
き
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

　
申
告
書
の
提
出
と
保
険
料
の
納
付

は
、
今
年
度
は
5
月
2
0
日
㈹
が
期
眼

で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
詳
し
く
は
、
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で

す
。
◆
問
合
わ
せ
先

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
忠
5
2
1
2
0
7
9

◆
場
　
所

　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
日
　
時
　
毎
月
第
3
金
曜
日

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
対
象

　
中
越
地
域
の
住
民
・
福
祉
施
設
・

　
社
協

◆
問
合
せ
先

　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
盈
0
2
5
1
2
8
1
1
5
5
2
3

国
土
交
通
省
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
平
成
1
5
年
4
月
1
日
か
ら
、
道
路

運
送
車
両
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
整
備
管
理
者
制
度
」
が
一
部
改
正

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
整
備
管
理
者
の

選
任
要
件
及
び
資
格
要
件
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
新
潟
運
輸
支
局
整
備

課
（
晋
0
2
5
1
2
8
5
1
3
1
2

5
）
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
北
陸
信
越
運
輸
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

葬
夏
＼
…
く
≦
一
－
マ
拾
O
o
も
＼

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

歯
欝

画
　
　
鑓
鰹

畿
．
懸
．

雛
　
　
灘
鍵

轡
．
麟
樹小確岩／如来寺

麟｛樋・蕾美章／小原
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村山正隆（76）程　島
阿部幸作（75）高道山
※掲載を希望しない方は届け出の際に
　申し出てください。

今月の納税と振替日
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■上下水道　（4月25日）

㊥行政相談員の66ご存じですか？”圓⑭

　長崎県の行政相談員本人の“障害者の視点”で総務大臣に

提出した委員意見が取り上げられた案件です。こ紹介します。

●本年1月1日より身体障害者を対象とする国内航空運賃割

　引が最も軽い7級を除くすべての身障者に　　　　　諺

拡大されました。

難蓮叢鍵の縫難
　　醸灘講繍翻叢難翻

交通事故件数………………　6件

死　　　　者………………　1人

傷　　　　者………………　7人

死亡事故ゼロ………………79日

広報なかさと平成15年4月10日7
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鑛熈縫㈱麹．羅轟蕪藏，鍵鍵鍵蕪．議・、灘・

地方税法の改正により、平成15年4月1日以降、次に該当す

る者がゴルフ場を利用する場合については、当該利用者若しく

は利用であることを証明する書類を提出した場合に限り非課税

となります。

禽非課税となる者

①年齢18歳未満の者　②年齢70歳以上の者

③地方税法第23条第1項第9号に規定する障害者

嚇非課税となるゴルフ場の利用

①国民体育大会のゴルフ競技に参加する選手の当該ゴルフ競

　技としてのゴルフ場の利用
②学校の学生等又は引率教員の当該学校における教育活動と

　してのゴルフ場の利用
毒不明な点及び詳細については、新潟県十日町県税事務所課税

課（盈57－5512）へお問い合わせください。

麗晶ひ・伽熱慨鉱．
村では、清津峡小出温泉古屋旅館を買い取り、交流施設とし

て公衆浴場への改築を進めてきましたが、工事が完了しました

ので来る4月25日仕）から次のとおり利用を開始します。

磯利用時間　午前11時から午後9時まで

欝休館日　毎週水曜日

轡入浴料金　3歳～小学生まで……150円（乳児無料）

　　　　中学生以上……………300円
壷入浴券　入浴券及び入浴回数券（11枚綴）は、施設及び企

　　　　画観光課で販売しています。P

麟その他　石鹸、シャンプーは持ち込みでお願いします。

轡開放日4月13日（日）、4月20日（日）

麟開放時間　午前11時から午後5時まで

4／13 川西町診療所甜冒悌

匿　4／20 ①山口医院葎解謝
‘4／27
第二藤巻医院甜署悌

4／27 上　村　病　院葎量霜
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　4月15日～5月5日
暮高》しのプ㌧し〉ウ「一

15㈹

ツベルクリン検査　固保健センター
◎14：00～14：30受付

遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

16㈱ 補聴器相談（リオン）固役場◎13：45～14：00

17㈲ ツベルクリン判定及びBCG　固保健センター　◎14：00～14：30受付

18働 心配こと相談（村山篤稔）固デイサービスセンター　◎13：30～16：00

19㈲

メ糞、
ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

21（月）

22㈹

23㈱

24㈲
乳幼児健康診査　固総合センター
◎13：00～14：00

25働

心配こと相談（廣田和子）　固デイサービ

スセンター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

26㈹

「、卜脇＝ 　・　奪

、鍵隔凄　向壽　　「

ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

28（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

30㈱

1休）

2御 心配こと相談（樋口虎治郎）　固デイサー
ビスセンター　◎13：30～16：00

3出

ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00（）11：40

5（月）

　　※変更霧蕎場欝翻おゆ蒙麟。漆翔の際懲確認を

　　　　　　　　　お願いじまず。
愚　　　◎

，人ロ

世帯数

　　鐵　　灘膝

　3月末現在（）は前月比

男　3，156人（一25）

女　3，197人（一16）

計6，337人（一41）
　　1，689　　（一　6）
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